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Harmoware-VIS とは

Harmoware-VIS は JST OPERA ( 産学共創プラットフォーム共同研究
推進プログラム ) の支援を受けて、人間機械協奏技術コンソーシアム 
( HMHS: Human Machine Harmonization System ) 
(http://hmhs.jp) において、主に名古屋大学河口研究室が中心になっ
て開発したものです。

UBER が開発した deck.GL ( http://uber.github.io/deck.gl/ ) を利用
し、その上に移動体とその付加情報を可視化する機能を 追加してい
ます。

http://hmhs.jp
http://uber.github.io/deck.gl/


Harmoware-VIS の仕組み

UBER の deck.gl は、マップ上で位置を緯度経度で

指定し、様々な３Ｄや２Ｄオブジェクトを配置するこ

とが可能です。しかし、配置したオブジェクトをマッ

プ上で移動させる機能はありません。

そこで Harmoware-VIS ではオブジェクトの位置を

変化させたデータを、次々に  deck.gl で表示させる

ことで、オブジェクトが移動するアニメーションを実

現しています。



移動データの構造

例として右図のような２つの移動体
を想定します。

ひとつの移動体データは「始点」
「終点」「移動経路」で構成されま
す。

移動体データは複数定義すること
可能です。

２点間の位置は、最短距離での移
動を想定し、始点からの経過時間
を元に計算します。



移動データ（ json形式）の定義例

[{"operation":[
{"position":[136.945255, 35.190691, 0],

"elapsedtime":1551575400},
{"position":[136.936864, 35.191591, 0],

"elapsedtime":1551575460},
{"position":[136.945255, 35.190691, 0],

"elapsedtime":1551575520}]},

{"operation":[
{"position":[136.900947, 35.143257, 0],

"elapsedtime":1551577140},
{"position":[136.901769, 35.134622, 0],

"elapsedtime":1551577260},
{"position":[136.906622, 35.127823, 0],

"elapsedtime":1551577380}]}]

移動データ
ファイル

右に２つの移動体を定義した例を
示します。

移動データは json形式で定義しま
す。

operation に始点から順に終点ま
での移動経路を位置と通過時間で
定義します。

上記地点時刻を
UNIX時間で指定

[経度、緯度、標高]
標高は省略時ゼロ

このオブジェクトの配列要素が
移動体の運行の１便となります。



サンプル動画（１／５）

３Ｄアイコンがマップ上で
動きます。

３Ｄモデルデータを使うこ
とも可能です。
（glb形式など）

色も区間単位で指定が可
能です。

https://docs.google.com/file/d/1ckNtEqM3-g5_H-i6IJ-qs4vtnmcsSIV8/preview


サンプル動画（２／５）

移動体のそばに３Ｄの棒
グラフを描画できます。

最大４つの値をグラフで
表現できます。

色も個別に指定が可能で
す。

更に区間毎の起点終点
へ情報があるので、アー
チ等の描画が可能です。

https://docs.google.com/file/d/1H4x0LG82ve7nb9Y6yK8RoFBFqlfvX-IR/preview


サンプル動画（３／５）

deck.glのレイヤーを使っ
て線や範囲や立体などを
描画し、地図的な描画をす
ることも可能です。

mapbox.comのマップは
非表示にできます。

このサンプルはＯＳＭより
取得したデータを元に json
形式に変換したものです。

https://docs.google.com/file/d/1DpMXdGVybu8chE9JWFWDAaf1Q3TqJmHQ/preview


サンプル動画（４／５）

停留所などを表現するた
めに移動しないアイコン
を表示出来ます。

移動体のアイコンと同様
に３Ｄモデルでも２Ｄモデ
ルでも選択できます。

また移動体と同様に最
大４本の棒グラフを描画
できます。

https://docs.google.com/file/d/1YMZZ08oYa6jle6GTeg8ohJdZVazPH9xd/preview


サンプル動画（５／５）

deck.glのレイヤーを使っ
て時間変化するヒートマッ
プを作成出来ます。

https://docs.google.com/file/d/1xdB1ajiwGXcCFYUSBhlT0CbC6d-AgisV/preview


Harmoware-VIS を使ったアプリ作成について

Harmoware-VIS は以下で公開しています。

https://github.com/Harmoware/Harmoware-VIS

Harmoware-VIS を使った、簡単なサンプルを公開しています。

https://github.com/Harmoware/Harmoware-VIS-Demo

Harmoware-VIS は react、redux 及び react-redux を使用しています。

画面更新のトリガーは基本的にルートからの  props に含まれる  action で行います。

アプリのカスタマイズで  action を追加することも可能です。

以下に Harmoware-VIS のリファレンスドキュメントを公開しています。

https://harmoware-vis.gitbook.io/harmoware-vis-documents/

https://github.com/Harmoware/Harmoware-VIS
https://github.com/Harmoware/Harmoware-VIS-Demo
https://harmoware-vis.gitbook.io/harmoware-vis-documents/


Harmoware-VIS-SUMO-FCD アプリ

以下の画像は、都市移動シミュレーション (SUMO)のFCD出力データ(XML)を用いた
Harmowre-VISでのシミュレーションアプリです。

https://github.com/Harmoware/Harmoware-VIS-SUMO-FCD

https://github.com/Harmoware/Harmoware-VIS-SUMO-FCD


以上で

Harmoware-VIS ご紹介

は終了です。


